
2021 年度 学校法人東京滋慶学園 埼玉福祉保育医療専門学校 

学校関係者評価委員会 議事録 

 

日 時  2021年 6月 30日（水） ９：３０～１１：３３(実会議時間) 
                 

会 場  埼玉福祉保育医療専門学校 第 2校舎家政調理室 

 
参加者     ＜埼玉福祉保育医療専門学校委員＞ 

高校関係者 松本明 様／地域代表 山田とも子 様／卒業生代表 溝上俊亮 様 
業界代表 島村和宏様・内田三千則 様／保護者代表 亦野光代 様 
 
＜埼玉福祉保育医療専門学校事務局＞ 
理事 小川、学校長 青木、副学校長 飯塚、事務局長 高平、介護福祉士科学科長 北村、 
保育士科学科長 村田、言語聴覚士科学科長 渡辺 
学生サービスセンター 境野、キャリアセンター 石岡 
 
書記 北村 

                          
次 第     １．配布物確認、開会の言葉 
 

２．学校長挨拶 
 
３．委員紹介 

 
４．①職業実践専門課程について 
  ②2020年度重点目標と結果 
  ③2021年度自己点検・評価内容 
  ④質疑応答、評価シートへの記入 
 
５． 謝辞 

 
内 容  １．配布物確認、開会の言葉 

（村田） 
配布物の確認・流れの説明 
 
 
２．学校長挨拶 
(青木) 
2020年度は学校名・学科名等を変更した年度であった。 
それぞれ、福祉・保育・医療の人材育成を行い、それを使命としてとらえている。 
 
本校は実学教育・人間教育・国際教育を展開している。 
育成する人材は人と相対する仕事である。社会の変化にどう順応していくかが大切。 
 
新型コロナウイルス感染症の予防に伴い、緊急事態宣言、まん延防止重点処置などが 
発令される中で、学内でも様々な感染症予防にも取り組んでいる。 
 
そのような取り組みの中で、4つの信頼を大切にしている。 
・地域との信頼 
・高校との信頼 
・業界（現場の皆さま）との信頼 
・学生、保護者との信頼 
 
私たちは心を１つにして学生に対して教育に取り組む。 



 
是非忌憚のないご意見を頂戴いただきたい。 

 
 
３．委員紹介 
 
○高等学校関係者 松本様 
今は大学に勤務している。以前は埼玉県内の高校で勤務していた。 
そのとき、飯塚先生・野村先生には大変お世話になった。 
 
○業界代表 島村様 
私立園協会の副会長をやっている。 
今年も６０の園が開園する。 
今、保育士が本当に不足している。 
保育団体の存在意義を考えている。 
 
○業界代表 いづみケアセンター施設長 内田様 
埼玉福祉との最初の接点は野村先生と会議で出会った。 
その後、飯塚副校長と出会い、聞いてみると、大学の後輩だった。 
これは何か強い縁を感じた。 
今年も榎戸さんが入職してくれた。埼玉福祉の教育レベルの高さには本当に 
感謝している。 
 
○地域代表 仲町三丁目自治会長 山田様 
仲町は 1丁目～３丁目まである。 
1丁目は繁華街になっている。コロナでのニュースにも取り上げられた。 
2丁目も 1丁目と似たようになってきている。 
3丁目は福祉の学校が根付いているので、繁華街にならず、落ち着いている。 
良く警察が防犯カメラのチェックをしている。 
学校にはいろいろな方が頼っていると感じる。人間関係でつながっている。 
学校があることで環境を守ることができると感じている。 
 
○卒業生代表 溝上様 
毎回肩書が変わっているのは、様々なマネジメントを実施している。 
人をどのように育てていくか？がテーマ。 
高齢者施設も人材不足が深刻化している。 
求人だけにとどまらず、介護業界がどのように変化しているか？を伝えていく。 
 
※事務局の紹介 
1名ずつ挨拶のみ 
 

 
４．各種報告 
①職業実践専門課程について 
（飯塚） 
この会議は『職業実践専門課程』を取得するために必要な会議である。 
教育の質を担保している学校となるためには？ 
企業と連携して、実習・実技・実験または演習の授業を行っているか。 
（代表的なもので連携しているものは、実習がある） 
 
現在の教育の内容を評価委員の皆様に評価していただく。 
その評価を学校の中に戻し、PDCAサイクルを回し、改善していく。 
 
認定されている学科は全国で約 50％弱（2,800の学校の中の 1,500程度） 
 
現在、介護福祉士科が職業実践専門課程学科となっている。 
卒業生が出ないと認定されないため、保育士科と言語聴覚士科は次年度申請予定と 
なっている。 
 



②2020年度重点目標と結果 
③2021年度自己点検・評価内容 
（高平） 
今年度の特徴的なところや開校以来大切にしているところをピックアップして説明 
する。 
 
（１）埼玉福祉の沿革 
今年の 4月に法人合併があり、埼玉福祉学園から『東京滋慶学園』になった。 
 
（２）組織目的 
向こう 5年・10 年を見据えて計画を立てている。 
学園では 5年スパンで計画を立てており、第 6期 5ヵ年計画は今年が最後の 1年。 
 
ITや IOTをどのように教育に取り組んでいくか？を意識したものになっている。 
さいたま市は SDGｓの推進都市となっている。社会福祉の分野をどのようにしていくか。 
さいたま市と連携して進めていきたい。 
大宮も様々な路線・新幹線が集まるエリアである。都市整備も進む。 
学校としても貢献したい。 
 
ITの学校を設立する予定がある。 
福祉・保育・医療・食の分野もエリアで連携していきたい。 
 
（３）2020年度重点目標 
学校の新設・分離と統合運営イノベーション⇒◎ 
 
新たな ITの学区、統廃合については実施できた。 
結果的に何を生み出すか？が大切。計画段階としてはできた。 
 
教育イベントの運営 ⇒× 
 
こちらはコロナの影響もあり、イベントごとは中止になり、うまく運営することは 
できなかった。 
 
マネージャ―の育成 ⇒△ 
コロナ対応のため、前半はそちらに対応が集中し、予定通りにはいかなかった。 
 
（４）2021年度重点目標 
コロナ禍での反省を踏まえ・・・ 
◆さいたまデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 
様々な業務改革・デジタル化を進めていく。 
 
◆コロナ禍・コロナ後の学科イノベーションと産学連携 
昨年できなかったことを実施していきたい。 
現在、『集まる』ということは減り、『オンライン〇〇』がメインになりつつある。 
 
◆マネージャ―の育成 
昨年に引き続き重要な課題である。 
 
（５）教育理念 目的 育成人材像 
LT2教育システムの説明（Look Try Listen Think） 
 
組織目的・運営方針・目標設定など、書面にしてスタッフ全員に浸透させている。 
 
目標管理シートによって毎年スタッフの評価をしている。 
 
教育指導要領（学生は学生便覧） 
冊子で配布していたが、今年度からデータ化した。 
学生は日々、現時点の目標や科目同士の繋がりをみることができる。 
 



コマシラバス・小テストもスマートフォン上で閲覧・取り組みをする。 
閲覧したページや見た動画など、すべてに足跡がつく。（学生は大変かもしれない） 
ただ、足跡がつくことで災害時などに追跡できるメリットもある。 
 
クラウドを活用することで地域の方にも活用することができる。 
 
毎年カリキュラムを見直し、新たに考えている。 
 
〇教育活動について 
言語聴覚士科：ことばの教室 
内容の説明：渡辺 教育活動の一環で実施している。 
 
保育士科：エンゼルキッズ 
内容説明；村田 
毎週金曜日に子育て支援の観点から地域のこどもたちを呼び、実施している。 
LINEを活用し、お母さんの悩み・子育て相談も実施している。 
 
介護福祉士科：オレンジカフェ 
内容説明：北村 
地域包括支援センターと連携。現在コロナ禍であるため、4月のみの実施だが、 
今後の開催に向けて準備をしている。 
 
学習成果発表会（オンライン）の実施 
 
日本保育学会会長汐見先生オンラインセミナーの実施 
 
キャリア教育ロードマップの説明 
キャリア教育を定義づけすることもなかなか難しいが、滋慶学園の中での考え方を 
立ち返る場所でもある。 
 
授業アンケートの実施 
全ての科目で実施している。学生自身が授業を受けて、しっかり目標を達成できたか 
どうかの指標とする。 
 
学習の評価 
評価方法については HPでも公開している。 
 
J-web 
スマホで国家試験対策ができるツール。 
 
学生支援 
学生サポートハンドブックの活用 
入学してくる学生もかなり多様化している。 
サポートするためのガイドラインを用意している。 
 
教育環境 防災マニュアル 
 
法令の遵守 滋慶 EPA職員サポートセンター 
⇒職員が個別で相談できる窓口がある。 
ストレスチェックも毎年 1回実施している。 

 
学校 HPの案内 
⇒情報公開ページの案内。 
 
財務関係のことは今回、スライドでは触れられなかったが、こちらも HPの情報公開 
ページに記載がある。 
 
学校関係者評価委員会の議事録や評価の集計についても公表している。 
本日の内容も集計して HPに UPする予定。 



 
質疑応答、評価シートへの記入 
 
（松本様） 
法人として組織がしっかりしているので、安心して学生を送り出すことができると 
感じた。 
今回、初めて資料を見て、学生への支援がとても手厚いと感じた。 
精神的なケアを含めて大切だと感じる時代となった。 
私立の高校を受験するにあたってどうやって選ぶか？ 
⇒職員研修が充実していること。つまり、育成する視点がしっかりあることが大切。 
 
３－１２－２が『２』になっているが、『３』でも良いと思う。 
 
意見としては、 
国際教育はいろいろなところで実施しているが定義がことなる。 
具体的な内容を構築すべき？ 
 
◎△×と１・２・３の評価はどの繋がりがあるのか？？ 
 
（高平） 
確かに国際教育には課題がある。 
例年は1週間くらい海外研修に行くが、点でやっているだけで線になることが難しい。 
そこが課題。点が線になるように改善したい。 

 
（島村様） 
参加は 3回目となる。 
保育で実施していた地域との連携が素晴らしい取り組みだと思う。 
 
コロナ禍での設備投資、オンライン環境の整備が重要。 
どのようにしているか？ 
 
（高平） 
実はコロナの前から取り組んでいた。（全館 WiFiなど） 
PCや周辺機器を一気に交換したときにコロナが発生した。 
困難だったことは欲しい機器備品がなかなか集まらなかったこと。 
１から準備をしようとするとかなりの費用がかかった。 
 
（小川） 
学園全体でも学習環境を整えるために、WiFiルーターを無償貸し出しするなど対策 
を打った。どこも一斉に取り組んだため、数をそろえることが難航した。 
 
（内田様） 
先程松本さんの話にもあったが、とてもしっかりした組織だと感じる。 
立派な学校だと思う。 
何度か卒業式、入学式にも参加しているが、滋慶学園はきちんとされている。 
 
国家試験の合格率は？不合格者に対してどのような対応するか？ 
卒業生のフォローをしていることは素晴らしいが、学校としてそこまでする必要が 
あるのか？ 
 
（高平） 
2点目の質問から。 
学校から卒業生に対して積極的に対応したか？という視点では『２』を付けた。 
評価の基準は悩むところである。項目に沿うとそのようになった。 
 
（北村） 
国家試験の不合格者フォローについては、個別対応を行っている。現場で働いている 
中での対策授業になるため、模擬試験や対策授業への参加は個別性が高い。 
 



介護福祉士の合格率については、2020年度生は 75.5％という結果となった。 
内訳は日本人学生 31名中 29名合格 93％ 
留学生 14名中 5 名合格 35％ 
留学生が課題であることが明らかであるため、2021年度については入念な対策を実施 
する予定。 
 
（山田様） 
地域のことについては特にない。 
皆様方の過去を振り返ってみて、なぜ学校へくるのか？ 
私はそこに魅力的な先生や指導者がいるかが大切だった。 
その部分を忘れずに、対応してほしい。 
 
（溝上様） 
学生だった時を振り返ると、1期生なので、まだ校舎が工事中の時だった。 
 
（内田様） 
ある高校の学生が埼玉福祉に見学に行った際、とても粗末に扱われたと聞いた。 
他校に行ったら、とても親切だったので他校に行く、と言われ、残念だった。 
埼玉福祉の中に入ってしまえばよい教育が受けられることは間違いなかったのに 
残念だ。 
 
（溝上様） 
職員への対応について 3点ほどお話し聞きたい。 
LT2教育システムは時間がかかるようなシステムなのかな？と感じた。 
 
人事の評価は点数で評価しづらいと思うが、どう評価してあげているのか？ 
見えない・点数にできないところの評価方法は？ 
 
職員の悩み相談室は自分の法人内にもあるが、悩み相談に来ない。 
中間管理職のケアはどのようにしているか？ 
学生の心のケアをしっかりやっている分、先生たちが大丈夫かな？と思う。 
 
（高平） 
学校によってスタンスが異なる。 
学生自身のメンタル面・学習面に課題にスタッフは直面する。 
そのようなストレスを感じたとき、教職員から声はたくさん出てくる。 
その声をキャッチし対応する力が管理職には求められていると感じる。 
 
（小川） 
学園内では、EPA の相談は結構ある。『ハラスメントについて言って良いのだ』という 
風土が学園内に根付いてきている。 
また、カウンセラーもプロなので、どこに報告すべきか？はしっかり考えて対応して 
いる。 
 
（溝上） 
管理職も逆パワハラという言葉が出てくるように、少し指摘しただけでパワハラと 
言われる時代になっている。大きな課題と感じる。 
 
（高平） 
できるだけ職員の考えや意欲、将来のビジョンといったものを可視化することが大 
切だと思う。 
 

（亦野様） 

退学理由について、授業に対して魅力を失ったという理由があるが、本当か？ 
 

（飯塚・北村） 

実際にそのような理由で退学する学生はいる。授業の方法に課題もあるあるが、進路



決定の際に曖昧な気持ちで入学する学生は途中で職業に対して魅力を感じなくなり、

結果、授業に魅力を感じなくなり、退学するケースの方多い。そういったケースを

なくすために職業理解や職業適性を図る入学前の教育を実施している。 

  これからも入学前教育の重要性を感じている。 

 
（亦野様） 
学生相談室の利用者はいるのか？ 

 

（飯塚） 

当校では、学生相談室を利用する学生が多い。しかし、それは良いことだと思う。 

様々なストレスや問題に対して、一人で乗り切るのも大切だが、多くの方に相談や意

見を聞くことも専門職として大切なことだと思う。 

 

（亦野様） 

自分の娘もカウンセラー利用には至らないが、その前に担任の先生に相談しやすく、

または、先生の方から気づいて声をかけてくれる。その対応がとても助かっている。 

信頼できる大人が近くにいることはとても安心すると思う。 
 
 
５． 謝辞（青木） 
 
ご評価、ご意見いただき感謝いたします。 
今回の会議でいただいたご意見等を学校運営改善に役立つようにいたします。 
 
 


